
令和４年４月２２日 １４時００分
資料配布 近畿地方整備局

紀南河川国道事務所

５月２８日 熊野川総合水防演習の開催
紀伊半島大水害を教訓とした地域防災力を未来に継承

いのちを守る経験を次の世代へつないでいく

近畿地方整備局、和歌山県、三重県、新宮市等の地方自治体、各地域の消防、

警察、医療関係者等が一堂に会し、総合的な水防訓練を熊野川で行います。

【演習の主なポイント】

●平成２３年の紀伊半島大水害では各地で土砂氾濫、河川氾濫が発生し多くの尊い命が奪われ多数

の財産が失われています。そこで本演習では、紀伊半島大水害で得た教訓を未来に継承するため、

当時被災した周辺自治体が参画した訓練を実施します。

●令和４年３月に、新宮川水系（熊野川）河川整備計画を策定し、流域全体であらゆる関係者が協働し

て行う治水対策を推進することとしており、今回、熊野川での総合水防演習を初めて行うものです。

（和歌山県内では、紀の川での開催から１２年ぶり）

●コロナ禍において、近畿地方整備局管内での総合水防演習は３年ぶりの開催になります。

【演習の概要】

●日時：令和４年５月２８日（土） 午前９時００分 ～ １１時３０分まで

●場所：和歌山県新宮市相筋地先 熊野川右岸河川敷（熊野川右岸2.6k付近 新熊野大橋上流）

●内容：水防訓練、救出・救護訓練、避難訓練

●主催：令和４年度 熊野川総合水防演習実行委員会

国土交通省、和歌山県、三重県

新宮市、田辺市、那智勝浦町、太地町、古座川町、北山村、串本町、熊野市、紀宝町

【取材について】

別紙の「報道関係者へのお知らせとお願い」を参照願います。

なお、本演習は、一般の方の来場はできません。

＜取扱い＞

＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ 大手前記者クラブ
三重県政記者クラブ 第二県政記者クラブ
和歌山県政記者クラブ 和歌山地方新聞記者クラブ 和歌山県政放送記者クラブ
新宮中央記者会 新宮記者クラブ 熊野市記者クラブ 田辺記者クラブ

＜問合せ先＞
（演習全般に関すること） 国土交通省 近畿地方整備局 水災害予報センター長 藤原 （内線3851）

水災害対策専門官 臼井 （内線3852）
TEL 06-6942-1141（代） ／ TEL 06-6944-8853（直）

（取材申込に関すること） 国土交通省 近畿地方整備局 紀南河川国道事務所
副所長（河川） 岡崎 調査課長 八木

TEL 0739-22-4564（代）





 

 

支部（新宮地方建設業協同組合）、一般社団法人リバーテクノ研究会、電源開発株式

会社西日本支店、関西電力株式会社、株式会社テレビ和歌山、沿川自治会、要配慮者

利用施設、近畿地方整備局防災エキスパート 

（順不同） 

 

（６）協 賛 

全国水防管理団体連合会 

 

（７）協 力 

国土地理院近畿地方測量部、独立行政法人水資源機構、公益財団法人河川財団、公益

社団法人日本河川協会、一般財団法人河川情報センター 

（順不同） 

 

（８）演習実施概要 

【 開 会 式 】 

開  会    ９：００ 演習本部長  近畿地方整備局河川部長 

国旗掲揚 

挨  拶         名誉総裁   国土交通大臣 

統  裁   和歌山県知事 

統  裁    三重県知事 

顧  問   全国水防管理団体連合会会長 

【 演  習 】 

演習想定発表  ９：２５ 

演習開始         開始報告   水防指揮官 

             水防訓練 

             避難訓練 

             救出・救護訓練 

演習終了   １１：１５ 完了報告   水防指揮官 

 

【 閉 会 式 】 

講  評   １１：２０ 総 裁    近畿地方整備局長 

国旗降納 

閉  会   １１：３０ 演習本部長  近畿地方整備局河川部長 

 

（９）広報 

   演習中は大型モニター、事務所 Twitter、YouTube ライブ配信を実施します。 

紀南河川国道事務所 Youtube 

https://www.youtube.com/channel/UC5_c-DpOmcWhYJQ0RTiqBzg 

紀南河川国道事務所 twitter 

https://twitter.com/mlit_kinan 












